
11月5日(木)、今年度も香川県シェイクアウトに併せ

て避難訓練を実施しました。訓練時の子どもたちの避難

行動が定着してきていることが分かりました。今後は、

不測の事態でも訓練通りの行動がとれるかが課題です。

11月12日(金)、今年度は２学年ず

つの分散発表としたことで、子ども

たちにとっては他学年の子どもたち

や昨年度よりも多くの保護者の皆様

に自分たちの発表を見ていただけた

ことで充実した発表になりました。

今回の学習発表会を通して、子ども

たちは、またひと回り大きく成長し

たものと思います。各学年の発表は、

次のとおりでした。

【１年】「サラダでげんき」／国語科で学習した「サラダでげんき」をみんなで劇で表しました。

【２年】「ようこそ 昔話の世界へ！～悪魚退治・たからくらべ～」川津ゆかりの昔話を劇で表しました。

【３年】「パラリンピックがめざすもの」パラリンピックについて調べ、考えたことを発表しました。

【４年】「The peach boy」昔話の「ももたろう」を英語劇にして発表しました。

【５年】「輝け 農の未来 私たちの未来」米づくりの体験や食料生産について調べたことを発表しました。

【６年】「Sakaide Daisuki Generations」川津町をすてきな町に持続可能な開発目標について発表しました。

11月7日(日)・8日(月)、コロナ禍での２度目の県内修学旅行と

なりましたが、６年生の子どもたちには、ふるさと香川のよさを

再発見する修学旅行となりました。１日目は、雲辺寺(徳島県三好

市)、中津万象園(丸亀市)、善通寺(善通寺市)を訪ね、リーガホテ

ルゼスト(高松市)で思い出の夜を過ごしました。２日目は、日本

ドルフィンセンター(さぬき市)でイルカとふれあい、しろとり動

物園と讃州井筒屋敷(東かがわ市)で動物とのふれあいや和三盆作

り等の体験をしました。子どもたちには、多くの方への感謝と併

せて、これらの思い出を大切にしてほしいと思います。

月 火 水 木 金 土・日
☆その日の予定 １ ２ ３ ４
○午前の予定 ○校内持久走大会 ○５年ＪＡ収穫祭 ○児童集会 ５
●午後の予定 （１～６年） ●移動図書館 ☆学校諸費口座振

●委員会活動 替日
６ ７ ８ ９ １０ １１

●クラブ活動 ☆道徳の日 １２
☆一斉パトロール
○児童集会

１３ １４ １５ １６ １７ １８
☆教育相談ウィー ●非行防止教室 ●14:50下校 ○全校朝礼 １９
ク(～12/17) （４・６年）
●代表委員会
２０ ２１ ２２○読み聞かせ ２３ ２４ ２５
●２年個人懇談会 ●12:50下校 ●12:50下校 ●14:50下校 ○２学期終業式 ２６

●個人懇談会 ●個人懇談会 ●給食終了
２７ ２８ ２９ ３０ ３１ １／１ 元日
☆冬季休業日 ☆年末休業日 ☆年末休業日 ☆年末休業日 ☆年始休業日
(～1/7)
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10月22日(金)、７月のプールでの体験に続き、この日も午前、午後の２回体験をしました。特に、午後は

往復約2.4kmのカヌーツーリングを行うことで、自然、友だち、自分の心のことを考えることができました。

10月26日(火)、１～５年生が校外学習に出かけました。校外学習での体験を言葉で表現することで思考が

深まります。体験活動後の振り返りに言葉による表現活動を取り入れている目的はここにあります。

10月29日(金)、３・４年生は、瓦施工を体験すると共に、ミニ鬼瓦づくりに取り組みました。

●1月の主な行事 11日(月)第３学期始業式、20日(木)授業参観

28日(金)児童運営委員任命・引継ぎ式、31日(月)入学周知会

＆

校長室の窓から

「静」の学習と「動」の学習

全国的に新型コロナウイルス感染症の状況は落ち着いた状況にありますが、反面、人の動きが活

発になっています。「このまま～」と願いたいところですが、まだまだ気を緩めることはできません。

さて、今月の川津小だよりには、10月22日5年１日体験学習、10月26日1～5年校外学習、10月29日

3･4年技能士の魅力を伝える授業、11月5日香川県シェイクアウト(避難訓練)、11月7･8日6年修学旅

行、そして、11月12日学習発表会と、行事や体験を通して成長している子どもたちの様子を紹介さ

せていただきました。

コロナ禍のなか、本校では、子どもたちの「健康・安全」の保障を第一としながらも「学び」や

「自己実現」の保障をと考え、行事や体験活動の実施を判断・決断し、実行してきました。以前に、

「その是非はその時々に決まるものではなく～」とお伝えしたこともありますが、今、子どもたち

の姿を見ながら、教室での「静」の学習と、行事や体験での「動」の学習が組み合わされて初めて、

子どもたちの確かな成長が実現できていることを実感しています。さらに、子どもたち同士も「共

に学ぶ」ということを実感しているものとも思います。

今年１月に文部科学省が示した「令和の日本型学校教育」の中には、多くの相反する２つの学習

の「組合せ」の必要性が求められています。その意味からも、「静」の学習と「動」の学習、つまり、

教科学習と行事等の特別活動の組合せも大切なものであると強く感じさせられました。

今年もあとひと月余りとなりました。子どもたちが穏やかな心で新しい年を迎え、さらに自分の夢

に向かって進んでいけるよう、保護者・ご家族、地域・関係の皆様にはご理解とご協力・ご支援を賜

りますようよろしくお願いいたします。 （白 川 豊 浩）


